
指導者の謝金支払実人数 2 人 3 人

クラブマネジャーの勤務・活動日数 240 日 240 日

23,552 人 24,384 人

広報活動数（チラシ・月報等の作成枚数） 300 枚 300 枚
事業計画及び実績

年度当初計画 実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 368 回 381 回

プログラム（教室等）の延べ参加者数

事業に対する評価

サッカークラブではキッズスクールからジュニア・ジュニアからジュニアユースへの取り込みが上
手くいかずに会員数を増やすことができませんでした。しかし、これまでスポーツ活動に参加する
機会や勇気がなかった高齢層・主婦層の新規参加も増え始めていますので、既存の参加者のフォ
ローを継続しながら、地域情報誌やＳＮＳを効率よく活用し、活動のＰＲと新規参加者の増加を
図っていきたいと思います

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

サッカークラブ会員250名 → 270名に
ヨガ・バトミントン・卓球の年間参加者を450名
→ 500名に
定期活動種目　4種目 → 5種目

サッカークラブ会員250名 → 210名に減少
ヨガ・バトミントン・卓球の年間参加者を450名
→ 524名に増加
定期活動種目　4種目 → 4種目（現状維持）

年目

事業の成果

スポーツが得意な人の為ではなく、スポーツを楽しみたい人の為の活動であることをＰＲし、ス
ポーツに触れる機会が薄れていた中高年層や主婦層に活動を広めました。またサッカークラブ活動
においては、キッズスクールで「親子サッカー交流」の時間を多く設けることにより、親子のコ
ミュニケーションはもちろんのこと、他のお子さんやお爺ちゃんお婆ちゃんと交流する機会をつく
ることができました。　　　　　　　　　　　スポーツを通じ、地域の人と人とが繋がる【機会・
場所】をつくることで活動の基盤強化を図ることができました。

年 3 月 31 日月 1 日 ～ 平成 31

地域連携の有無

事業実施期間
（当該年度の雇用期間）

平成 30 年 4

助成対象期間 3

団体の規模
（当該年度の実績）

回

平均参加人数 64 人 総参加人数 24,384 人

実施種目数 4 種目
実施回数

（全種目合計）
381

参加者世代層

会員数 330 人

2 名
クラブマネジャー1名（常勤）、サブマネジャー1名（常勤：理事長
兼任）

その他 20 名 評議会、グラウンド建設委員会

運営委員会の構成員
クラブ運営組織概要

役員 3 名 理事長1名（常勤）、理事2名（非常勤2名）

運営委員 4 名 各指導員（フットサル1名、ソサイチ1名、ヨガ1名、サッカー1名）

事務局

事業名 ＡＳ栃木クラブマネジャー設置事業

活動地域 栃木県大田原市、那須塩原市、矢板市

活動拠点となる施設とその概要
ＡＳ栃木フットサルパーク（那須塩原市・フットサルコート2面・クラブハウス）、キャノングラ
ウンド　　　　大田原市体育館、青木サッカー場（那須塩原市）ＡＳ栃木サッカーグラウンド及び
ＡＳ栃木クラブハウス

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人ＡＳ栃木

0～19歳 20～39歳 40～59歳 60歳～ 

都道府県所管課 市町村所管課 
地域の学校や教員 地元企業 他クラブ 



事業名 ＡＳ栃木クラブマネジャー設置事業

事業報告書

【総合型地域スポーツクラブ活動助成】

助成事業細目 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業

助成事業者名 特定非営利活動法人ＡＳ栃木

備考

※本報告書はA4サイズ2枚で印刷してください。

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に、参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 口頭アンケート

クラブマネジャーの職務内容

■クラブマネージャー（正）
活動メニューの企画立案、指導者との連絡調整、施設の利用調整
その他、クラブの活動計画、予算の作成及び経理処理
■クラブマネージャー（副）
クラブマネージャー（正）の補助、会員管理、広報活動

新規会員獲得を目的とした
イベント・講習会の実施状況

（助成事業であるかは問わず）

「キッズ親子交流会」年２回（８月、３月）にクラブ会員以外のお友達も誘っていただいての開催
をしました。親子でサッカーを楽しむことで、クラブの雰囲気をより感じていただくことができ、
新規入会者も獲得することができました。

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

行った 行わなかった 

HPで事業の実施を告知した 

広くチラシを配布した 

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知した 

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した 

HPで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

広報誌・会報誌等で公開 

情報開示請求があった場合に開示 

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開） 

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開） 

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開） 

その他 

その他 


